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IntruderintheDust評価 へ の 道
山 本 哲
〔序〕
1940年以 前のFaulknerの作 品は 種 々の技巧上 の実験 で貫かれてい っ
た とい っ て過言で はなかろ う。7▼heSoundandtheFuryセこ見 られ る
ご とき,一 見,不 自然 に さえ思 われ るtimesequenceの断絶,AsILay
Dyjngでの巧み なpointofviewの活用,ほ とんどの作 品 を支 配 してい
る複雑 なstreamofconsciousnessの描 写,短 篇'`ARoseforEmily"
で みご とな結実 をみぜてい るflash‐backの手法,TheWilbPalmsでの
"counter-narrative",等 々.こ うっい た技巧 を駆使 した,特 に,初 期の
作 品(そ れ らにこ そFaulknerの真の価値 が潜む)ゆ えに,批 評家 の 目
は,と もすれば,テ ーマその ものか ら逸、され ることが多 か った.① それに
加 えて,Faulknerの文体 は難 渋で あ り,作 品の テーマは必 ず しも明確で
はない場 合 もある.た とえばWalterJ.SlatoffはFaulknerの表現上
の特質 を分折 し,結 論 として,ambiguityを指摘 してい る.② もちろん
ambiguityはsymbolicな描写 と深い 関係 にある.symbolismは,読者
に多種 多様の解釈 を許 し,意 味 の拡張 を期す るこ とがで きるとい う利点 は
あ る.だ が,逆 説的にい えば,そ れ こそ意味 の明 確 さを減 じて しま うもの
であ る.Faulkner丈学 にあ っては,こ の よ うな技巧 上,表 現上の問題が
解 釈に疑 問を残す主 な原因 とな ってい る.ま た,Faulkner文学の真髄 も
そこにあ る.
ところで,い わ ゆ るYoknapatawphaSagaの一 つIntruderinthe
Dust(pub.1948)(以下Intruderと略 す)は,そ うい ったイメー ジとは
必ず しも一致 しない.1948年とい えば,Faulknerの晩 年に近 く,も は
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や,か れの創作能力 は峠 を越 していた.テ ーマ も黒人問題 につい て で あ
り,か れの作品内容 としては陳腐 な もので ある.し か し,こ の作 品 を単 な
る二流 の作 品 として斥 けて しま うわけにはいかない。 こ こ に お よ ん で
Faulknerは,adventurestoryとい う,い わば,伝 統的 な文学 形態 を採
用 したが,伝 統 的な文 学 ジ ヤンルで十分 な効果 をあ げるには,技 巧上,お
のず か ら制限 があろ う.こ の意 味で は,上 述 したよ うなFaulknerの新奇
な魅力 は半減 してい るか も知れ ない.そ れ だけに,以 前 は,と もすれ ば技
巧 と表 現q蔭 に隠れて見 逃が され る虞れ のあったFaulknerの南部的 倫理
観 の一 つが,こ の小 説 を通 じて,比 較的表面的 に提起 され,か な り明 確 な
解釈 を可能 に してい る.そ して,そ の倫理観 を辿 ってい くと,作 者が 問題
解決へ の道 を開 こ うとしてい る点で,Intruderは無視で きない位置 を占
めてい るこ とが理解 され るのであ る.本 論 では,YoknapatawphaSaga
の他 の作 品 との関連性 をみて,Intruderの意 義解 釈への手掛 りを論 じて
みたい.
CIS
Intruderは11章か らな り,初 め の8章 がい わゆるadventurestoryの
形式 を採 ってい るといえ る.純 然 たる南 部Jefferson③の典型的 な貴族
家庭 に生まれ た少年Chick(Charles)Mallisonは,その土地が らか ら,
"thatunmistakableodorofNegroes"④のなかで育
って きた.無 意識
の内に,か れは白人のethnocentricismを吹 き込 まれ,Negroに対 して
は,半 ば先 天的に,軽 蔑の念 を抱いてい る.と ころが,あ るとき,凍 てつ
いた小川 に落ち込 み,か れが虫 けら同 然 に 思 っ て い たNegro,Lucas
Beauchampに助 け上げ られ るこ とにな?た .そ ればか りか,Lucasは,
かれ を自分の小屋へ連れて行 き,濡 れ た服 を乾 かし食事 まで も 与 え て や
る.こ のLucasの行 為に対 し,Chickは即座 に金 を差 し出す.だ が,
Lucasはそれ をにべ 無 く拒絶す る.そ れ以来,ChickはLucasへの恩義
に付 き纏われ ることになる.Chickは 幾度か贈 り物 によ って報恩 を試み
69腎
る.そ れ に対 してLucasの 方は必ず返 礼を忘 れず,あ くまで対等 の関係
を保持 して いこ うとす るので ある。実は,Lucasこそ,白 人 ら しく振舞 お
● ● ● ■o
うとす る"arrogant"なNigroなので あ った.か くして恩 に報 いるこ と
ので きないChickの 焦燥感 は 日増 しに募 るばか りであ り,や がて,激 し
い屈辱感 と激怒 の念 に さえ取 り憑かれて しま う.葛 藤の合い間にChick




この考 え は月並 みな南部人気 質の表象 に過ぎ な い.だ が,Chickに は
Lucasに負 った恩 の重荷が あ り,当 然甘受 され ていい はずだと信 じきって
い る差別観念 は想像 を絶 した現実 味を帯び て くるのである.か くして4年
の歳月 が流 れ る.そ うしたあ る日,図 らず もLucasは白人の無法者Vin-
sonGowrie殺人 の容 疑で逮捕 され,弁 護に はChickの 伯 父Gavin
Stevensがあたるこ とになる.と ころがLucasは黙 して語 らず,た だ一・
言,Chickに死体 を埋 葬 した墓場 を発いて くれ と言 う.強 迫観念 から救
われ る機会 に恵 まれ たChickは,さ っそ く,老 婦人MissHabershamと
Negroの友AleckSanderの助 けを借 りて,Lucasの頼 み通 りに墓場 を
掘 り,き わめ て ス リリングな危機 を経 て事件 の真相 をつき とめ る.殺 人事
件 は,商 売 の不正 の暴露 を覆い隠 そ うとす る醜い兄弟殺 しであったことが
判 明 し,Lucasの命 は救 われ る.一 方ChickはLucasへの借 りを払い,
Negroへの恩 義 とい う忌わ しい肩 の荷 を下 ろすわけであ る.
以 上が第8章 までの あらす じで ある.こ の部分 は,な かに南部的人種観.
が散見 され,か れ らの倫理意識 を体現す るよ うな行文が多 く含 まれ てい る
が,一 応,adventurestoryとして フロ ッ トを追 って支障 はない 。真 に倫
理 的 な結論へ導 くの は,む しろ,残 る3章 にお い て で あ り,adventury
storyの部分 は,い わば,伏 線 的価値 を もっているにす ぎない.
"70
さて,ChickがLucasの無罪 を証 し,Jeffersonの町 に戻 ってみ る と,
広場 には群衆 が屯 してい る.そ れ もそのはず,当 日はLucasの刑の 執行
の 日であ り,か れ らはその私刑 を予期 し,熱 狂 して いたので ある.こ うい
った過激 な南部 の群 衆心理 はFaulknerの作 中人物 の葛藤 と も無 関係 で は
な い.そ の葛藤 の裏 では,常 に,類 似 の心理が働 き,当 事者 の行為 を視定
してい るか らで あ る.し か し,さ しあた り,そ うい った南部 の群衆 心理
は,南 部 とい う社会 の伝統の意識 と,そ れ ゆえの連帯 の意識 とか ら くると
い うこ とだ け述べ るに止 どめ,Chickの場合 を考 えてみ よう。Chickは
前 述のご と く,生 粋 の南部少年 なので ある.し たが って,か れが きわめて
南 部的 な思 考感覚 を身につけてい るか らとい って何 ら不思議 では ない.す
でに引用 したChickの自人 優越 の概念 は,そ の まま,こ の証拠 となろ う.
加 えて,か れの南部人 的連帯 感はこ う表現 され てい る 一"onepeople
oneheartoneland.　⑥ その意味か らして,Chickが他の南部 人 との連
帯 の意 識の なか に自我 を没 せ しめ,か れら とともに行動す るとい うの が,
か れの本来 の取 るべ き立場 である.と ころが,今 度ばか りは,そ うはいか
ない.な ぜ なら,Chickは,今や,他 の南 部人 と正面切 って向 き合わねば
な らないはめ に陥 って しまったか らで ある.か れは一南部八 であ り な が
ら,Negroの生命 を救 った人間 であ り,一 方群衆 はそのNegroの首 を括
ろ うと待 ち構 えてい る.Chickと は個人 的 な存在 にす ぎず,群 衆は南部
社 会 とい う偏見 に とらわれ た複数 の人 間の和で あ り,い わばChickは 南
部 人 と して の地 位か ら浮 き上が った孤立 的存在 なの だ.も ち ろん,か れが
Lucasを救お うとした動機 は,単 に,軽 蔑すべ きNegroの好意 に是が非
で も報い なけれ ば ならぬ とい う義務感で ある.そ して,そ の義務感が,高
慢 なLucasの態度 によって,怒 りにまで変 化 していったのだった.だ か
ら,Chickの葛藤 は,一 線 を画 した,人 間対Negroの 関係 を意識す る社
会的優越感 と,"nigger"として振舞 うこ とを拒み,対 等の人間対人間の
関係 を要求す るLucasの抵抗 とのmの 摩擦 なのである.そ の限 りでは,
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Chickの倫理的な正義感 を問題 に しょ うとして も,そ れは徒 労に等 しい.
しか しな が ら,Lucasの,換言 すれば,下 卑 なNegroの,命 を救 い,今,孤
立 した人 間 として,目 前で騒然 とな ってい る群衆 を見 たとき,Chickの倫
理観念 は徐 々に変化 し始 め る.す なわ ち,自 分が救 ったのは一人 のNegro
の命では な く,一 人の人 間のそれで ある.や たらに私刑 を叫び たて る群衆
に較べ,自 分 こそrFLL・行ない をしたの だ,と い う倫理的な認識 を深めて
い くので あ る.か くして,南 部少年 と して,み ず からは南部 その もの に包
み込 まれ てい るかのご と く信 じきってい たかれ は,大 きな人間的成長 を遂
げ たことにな る.も はや,南 部社会 から浮 き上が ってい ると して も,そ れ
は正義的 な存在においてで あって,Chickの背後 には善 とい う確 固たる支
えがあ り,そ れがかれに揺 ぎない倫理的 な位置 を与 えてい る.こ れ が最後
3章 での結 末であ るが,同 時 に,Intruderのテーマで もある.
このよ うに・便宜上・Intruderをadventurestoryの部分 と,作 品全
体 の結論 と思ぼ しき部分 とに別 けて,そ の間にみ られ る少 年Chickの 倫
理 意識の発達過種 を略述 しただ けで は,作 家Faulknerは平凡 なdidactic
な物語を特殊 な南部 とい う風土 にあてはめ,adventurestoryとい う形式
を借 りて小説化 したに過 ぎない,と い う印象 を与 えるか も知れない .確 か
に,問 題 をこの小説のみに限定 した場合 には,そ うい った反 論 もあ りえ よ
う.実 際,Faulknerの作品群 を通 じて,一 貫 して,そ の基底 をな してい
る特殊な南部 の伝統的社会 にみ られ る特質に着 目し な い 限 り,Intruder
は,技 巧上 におい てのみな らず,テ ーマの上で さえ も,さ したる意義 は も
たぬ とい えるか も知れ ない .し か しなが ら,他 方,Faulkner文学 の倫理
の問題 を体系 的に捉 えてい けば,そ うい った断定 は,必 ず しも,正 しい と
はいい切 れない.こ の作 品は次 の二 点か ら,ま こ とに興味深 い意義 をはら
んでいる ともいえ るのであ る.そ の第一 は,Faulknerの描 くいわゆる南
部 の"clans"に特 に著 しい二 面性,具 体 的にいえば,善 悪二様の特質 が,
この作品において も重要 な要素 となってい るとい う点 であ る.第 二 は,
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Faulkner自身の視野 の拡 張,す なわち,積 極 的な倫 理的良心 に基づ いた
問題解決への態度に注 目した場合 のIntruderの占め る位置の問題で あ る.
第二の点は,い うなれば,第 一の点 を も包括 した問題点 ともいえよ う.以
下,こ の二つの観点か ら,Intruderの評価 の一例 を提 示 してみ たい と思
う.
〔皿〕
第 一点に関 しては,現 実 の アメ リカ史 とFaulknerの文 学上 の年代 との
関連性は さておいて,⑦いわ ゆ るYoknapatawpha郡Jeffersonの貴族 的
階級の成立事 情 とその性 格 を述べ る必要が ある.JeffersonはFaulkner
の故 郷Oxfordがモ デル とな ってい るFaulknerの作品群の中心舞台 であ
るがr元 来はIndiansの居住 地であ り,か れ らの共 同生活 の場 であっ た.
Absalom,Absalomtに登場す るThomasSutpenも,14才に なるまでは
WestVirginiaの山中のIndiansの共同社会に住んでい た.か れの弁 を




とい うような社会,要 す るに,所 有 の概念 を全然 もたぬ社会で あ っ た.
Jeffersonも当初は同様 の状態 であ ったもの と推測 され る.し か るに,そ
うい った共 同の社会体系 は,次 第 に,白 人 の侵八 に よって蝕 まれてい く.
Jeffersonの場合,ま ず 白人 とChickasawIndiansとの交易 の場 が開か
れ,そ れが自人移住 の先 鋒をな した.RequiemforaNunによれば,そ
の時期 は18世紀末か ら19世紀初頭にか けての過渡 期であ るこ とが知れ る.⑨
こ うして浸透 を開始 した白人 が,利 害 を解 さぬIndiansの土 地 を半ば掠
.奪し,そ こに新 たな私有地 を広 げ,以 後半世期 の間plantationperiodを
形成 す る わ け で あ る.当 時の不正や闘争精神の激烈 さは,Absalom,
Absalom!の悲 劇 に 述 べ 尽 さ れ ている といってよかろ う.Thomas
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Sutpenの一家 は,こ の時代 の波 に押 し流 されて山 を出 る.白 人の社会 に
はい って,"innocent"なSutpen(以下ThomasSutpenをSutpenと略
称 す る)が 最初に心 に留 めたのは,白 人 と黒人 との差 のみ ならず,白 人同
志 の間に さ えも貧 富 ゆえの差別 がある とい うことであ り,自 分の家 族が惨
めに も動物 扱 いされ る姿 であっ た.⑩ か く し てSutpenは,"landand
niggersandafinehousetocombatwiththem〔theriches〕"⑳を
もたねば な らない とい う追 いつ め られた"design"を抱 くにい た り,す べ
ての徳性 と人間性 を放棄 して,プ ランテ ィシ ョン建設へ と騒 りたて られ て
い った.し たがって,Sutpenこそはこの新 しい時代の犠牲者 だといえ よ
う.だ が,"design"のために は人間性 まで も忘 れ たかれ は,黒 い血の混
　 コ 　
ざった妻 を,そ の一子CharlesBonとともに棄て去 った.か れの この非
人道 的な行 為 は,白 人社会 で物 として扱 われ,ぼ ろ布 を纏 っ たNegroを
見,黒 い血 は出世 の妨 げ となるこ とを悟 って いたからにほかならないの で
● ● ●
あるが,一 体,プ ランテ ィシ ョンの経営 には,必 然的 に,労 働 力 と し て
Negroesの輸入 が強要 され,南 部史 に大 きな汚点 を残 す ことに なっ た の
である.そ れが ために,南 部社会 は道徳 的な腐敗 を来 たし,Negroesを
め ぐる幾多 の悲劇 もさることながら,み ずか ら も混血 と近親相姦 の恐怖 に
見舞 われ るこ とに なった.GoDown,MosesのIsaacMcCaslinが土地
の相続 に際 し,そ の権 利 を拒否 するが,そ の原因 は,McCaslin家の過去
帳 に記 された祖父 の近 親相姦や父 と伯父のNegroesに対 する虐待 の事 実
を知 り,狩 りを通 して体 験 した自然 の霊的 な徳性 とそ うい った汚れ た過去
とを比較 した とき,過 去 の零落 した状態 はあ ま りに も忌わ しい ものであ っ
たか らである.Sutpen家 に して も,後,長 子Henryの 学友 として現わ
れ るBonと,義 妹Judithとの相姦 の問題 が テー マの一つ とな り,Henry
の義兄殺 しの罪 を呼 ぶ.Faulknerの世界 で,南 部 が呪 われた,腐 敗 した
社会 として描 き続 け られてい るの は,こ うした悪徳 の贖罪 が未だ果 たされ
ず,汚 れた南部が後 の代 々に まで濃 い影 を落 としてい るか らで ある.ま さ
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にNegroesは こ の 南 部 に あ っ て,
…aracedoomedandcursedtobeforeverandeverapart
ofthewhiterace'sdoomandcurseforitssins.
で あ る.だ が,道 徳 悪 に 揺 さ ぶ ら れ な が ら も,当 時 の 南 部 は 稀 に み る 経 済
的 発 展 を な し 遂 げ,そ の 農 業 経 済 は 北 部 の 工 業 経 済 と 優 劣 を 競 っ て い た.
Sutpenは``Sutpen'sHundred"を築 き 上 げ る ま で に な り上 が り,Yok-
napatawphaSaga第一 作SartorisのSartoris家,TheSoundandthe『
FuryのCompson家,上 述 のMcCaslin家 な ど の 名 家 が 次 々 に 誕 生 し て
■ ●
い ったの も,こ のPlantationperiodである.そ の伝続 は,旧 南部 の衰退
期 にあた り,後 の世代 の ノスタルジ ックな回顧の萠芽の一端 をに ない,沈
滞せ る南部 の背景 を織 りな してい く."
そ して1861年,南部 は もろ もろの悪徳 と比類 なき繁栄 を抱 きつっcivil
warへ と突入 していっ た.GeneralLeeやGeneralPopeとい った
南部 の名将 に混 じって,Jeffersonの男 たちはすすんで戦 いに参加 し,
みず か ら義 勇軍 を募 っ た,Sutpenも また然 り.か れの犠牲者で あ り,




Faulknerの連作 にみ られ るGeneralCompson,ColonelSartoris,
MajordeSpainなどの称号 も,こ のCivilWarに帰因す る.他 方,女
たちは,あ るい は窮境 と飢 えを忍ぶべ く男手 を失 った畑 で鍬 を とり,あ る
いは北軍 に攻 められて崩壊 の危機 に直面 した南部 を支 えるべ く,不 屈の精
神で もって抵抗 した.そ の一端 は,BayardSartosisの語 るTheUnvan-
quishedRosaColdfieldの人 間像 に もうかがわれるのであるが,何 よ り
もAbsalom,Absalom!のRosaの言葉 のなかにこそ,そ の悲痛 な響 きが





だが,4年 間の死 闘は南部 の敗 北に終わ る.南 部 に残 された道 は,ず たず
たに断絶 され たプランテ ィシ ョンの再建 に,Sutpenのご とく,空 しい力
を注 ぐか,も し くは衰退に身 を委ね,新 しい狡猾 なmaterialismの浸入 を
無条件 に許 容 して,⑮ た とえばSartor三s家の鉄 道敷設 にみ られる ような倦
土重釆 の機 運 に恵 まれ ることがあった として も,最 後 は,無 残 に も崩れゆ
き,憧 憬 の 目で旧南部 の伝統 を振 り返 るか しか なかったのであ る.特 に後
者 の例 として,Sartorisの01dBayardとYoungBayardの無軌道 さ
や,TheSoundandtheFuryのCompson夫妻の姿が挙げ られ よ う.
QuentinCompsonがそ ういった家 庭の なかで愛情 を知 らず,不 自然 な近
親の愛 を妹Caddyに 求め たの も,衰退 す る南部での,愛 に対 するchange
mechanismの一例 に過 ぎない.か くして,過 去への陶酔が敗北後の南部
を特徴 づ けることになった.Plantationperiodでの先祖の繁栄 は,衰 退
の一 歩 を辿 る南部の弱体 と比較 され,い よい よ光 彩 を 放 ち,CivilWar
での武勇伝 は,旧 南部の伝統 と結 びつ け られ,mの 栄 光あ る後譚記 と、し
て語 られ る.ま た,南 部女の精神 的抵抗 も伝統 に よって説明 され る。ここ
に,"prid♂(いい意味 での),"honor","endurance"といった特質 は と
もか くも,や がては,FaulknerのNobelPrize受賞演 説の言葉 を借 りれ
ば,"10ve","pity","compassion","sacrifice"とい った美徳 まで も,
善 の一面 として旧南部 の伝統 に添加 され るにい たるので ある.も とを正せ
ば,英 国移民 であ り,周 囲か ら流 れこんで きた"carpetbeggers"である
南部 の祖先 の過去 が,あ たか もヨmッ パ貴族社会同様 のchivalrousな
伝 統 を もつがご と く語 られ る.そ れ は,い わば,Iegend化なのである.⑯
南 部社会内での異常 な親近感,連 帯意識,虚 栄心,あ るいはまた,排 他的
特 質 を誘い,Intruderにみられ るよ うな群衆 心理 を生む原因 も,実 は,
76
このlegend化と深 い因果 をもってい る.か とい って,こ のlegend化さ
れた善 の様 相が,悪 徳 とともに,Faulknerの文学 に描 かれてい るとい っ
て,そ れを非現実的 な もの として反論 を加 えるこ とは許されない.Faulk‐
ner自身が,南 部 の伝統的 な家庭 の所産 であ り,南 部 の過去 の物語 を人づ
o● ●
てに聞いて きたのであって,⑰ そ ういった環境の なかでかれが体得 した南
部 の善悪 の二様性 を,か れ の倫理 の基盤 として も,何 ら批難 の根拠 とは な
らないで あろ う.か れの文学 の世界 とlegend化それ 自体 とは違 った もの
で ある.
で は,現 実的 な南部 の悪徳 と,多 分 にlegend化され た美徳 と の 関 係
が,Intruderのなかで,い かな る意 義を もってい るのであ ろうか.こ こ
で,Chickの伯父GavinStevensの南部観 を暼見 し,Intruder'釈へ の
術 としょ う.Chickが伯父Stevensを慕 い,絶 えず,か れの家 に出入 り
してい るとい う事実 か らは,こ う考えて よか ろう.弁 護士であ るStevens
は,そ の職 が ら,当 然,南 部 を代表 す る知 識人 であ り,し たがってChick
の知 的観念 の源 となって,Chickの南部観 を形す る大 きな要因 となってい
る,と.実 際,Stevensの入種観 は明 らか にChickのそれとmし てい





す なわ ち,こ の言葉 こそ,裏 返せば,ChickをしてLucasに対 する激 し
い報恩の義務感に縛 りつ けた原因の理由づ けとなってい る.こ の限 りで
は,Stevensもまた,あ の群衆に代表 され る南部の落 とし子で ある.し か






こ の 言 葉 は 二 つ の 意 味 を もつ.ま ず 第 一 に,"homogeneity"の概 念 は,伝
統 の 意 識 と 直 接 結 び つ け ら れ,上 述 の 連 帯 感 や 排 他 性 を 暗 示 し,Stevens
を"rules"を説 い た 消 極 的,没 我 的 南 部 人 と し て 位 置 づ け て い る,と い う
こ と で あ る.第 二 は,し か し な が ら,そ の"homogeneity"とい う語 の な
か に,善 の 具 現 を志 向 す る よ う な 南 部 人 と し て は 稀 な 知 識 人 ら し い 倫 理 性
を 暗 示 し て い る と い う こ とで あ る.こ れ ら の,一 見,相 矛 盾 し た よ う な 言
明 は,南 部 の 二 面 性 を そ の ま ま 表 わ し て い る と い っ て よ か ろ う.だ が,こ
の 言 葉 の な か に,Stevensが 一 歩 高 い 事 象 で 捉 え た 倫 理 観 念 を う ち だ し て
い る こ と は,特 筆 す べ き こ と で あ る.換 言 す れ ば,か れ は"homogeneity"
が 含 む 上 記 第 二 の 点 か ら 出 発 し,南 部 人 み ず か ら の 手 に よ る 罪 の 贖 い に ま






と な し,入 種 間 の"contact"を説 く.こ の よ う に,表 面 的 に 贖 い を 説 い て
● ●o
い る例 は,人 種問題 に関 して は,GoDown,Moses以外 にみ あ た ら な
い.⑳ しか し,Stevensは,積極 的に,こ の考 え を展 開 してい くのでは な
ぐ,一 知識人 と して,き わめて 自然 な論理 を表 明 してい るに 過 ぎ な い 。
Stevensにあって は,贖 罪 の意 識は,結 局,か れの内面の問題に止 どまる
の であって,そ の論理の実践 はChickの手 に委 ね られたのであった.そ
れ ゆえ,積 極性 とい う点 からいえば,Stevensの内面 的意 識 を具 現 し た
Chickの倫理 的浄化 がStevensの理論の域 を大 き く踏破 してい るとい え
るのであ り,Chickの倫理 的成長 の もつ意義 は一段 と高 く評価 さ れ て い
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いの である.た だし,動 機 は どうあれ,Chickが善の極点 をきわめ た と
い う認識 を抱 くにいたったのは,贖 罪 の論理 を説 く伯父の言葉 か ら で あ
る.そ うしてみ ると,理 論の提供 者 としてのStevensの存在 もまた看過
で きない.つ ま り,Intruderにあっては,ChickもStevensもと もに善
の実践的認 識に参与 してい るのであ る.そ して,南 部の伝統社会の もっ二
面性 から説明 すれば,Intruderのadventurestoryの部分は南部 の悪の
面が もたらす葛藤 であ り,結 論 の部 分は善の面の体現 であって,そ の プロ
ッ トの推移 自体 がStevensの理 論の実践過程 とな り,Chickの人間 的目
覚め となって いる.換 言すれば,以 前 は"cultofcruelty"とまで呼ば
れ,⑳ とか く苛酷 な描 写 を好 んだFaulknerは,今や,Intruderで善 の面
を強調 してい るのである.南 部 の伝統 について くどくどしく述 べたの も,
実 は,こ の点 に注 目したか ったか らであ る.か くして,Ch三ckはFaulkner
の作 品群 の善 人中 の善人で あ り,Stevensも少 な くとも,Sanctuaryで,
ギ ャングの首領Goodwinが無 実の罪で火刑 に処せ られ るとき,自 分 の無
力 を痛感 しつ つ も,傍 観す るこ とを余儀 な くされ た弁護士HoraceBen‐
bowと は確 かに遣 った存在 とな ってい る.⑳ その意味 で,Intruderは,
Faulknerの創 作史上に,GoDownMosesと ともに画期的 な一ペ ージを
与 えられ て も不思 議で はなかろ うし,Nobelprize受賞後表 明 され る人間
の不滅性 す らも,⑳Intruderで問わ れているご とき善 の面 に対 す るFaul-
knerの真摯 な信 頼感に由来 したmのempathyと も言え るの で あ る.
この よ うに,Intruderは種 々の問題 を抱 えた作品 で あ り,再 考の余地 は
十分 ある.た だ し,人 種問題 に関 し,Faulknerは,必ず しも,Intruder
に描 いてい る ような解決法 を語 ってい るわ けでは ない.㊧
〔皿〕
次 に,第 二点,Faulknerの視 野の拡大 に着 目し,Intruderが,Yokna-
patawphaSagaの連作の上で,い かな る位置 を占めてい るかを略述 して
お く.Faulknerの作品,殊 に初期の作品 では,前 述の ごと く,悪 の面が
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強調 されて い た.か れの言い分 を聞い てみれば,「悪 を正 さんが ためには,
悪の描 写 が必要 であった と」㊧ い うことであるが,事 実,Sartoris以釆,
YoknapatawphaSagaの連作 には,不 条理 な墮落 した,あ るいは,し て
い く南部 の姿 を執拗 に描 いているのであって,作 中人物 の葛藤 の種 は,こ
とごと く,悪 の様相 を帯 びている といって過言でない.し か しなが ら,一
口に悪の描 写 とはい って も,最 初 は,主 として家族 を中心 とする弊害,葛
藤 を扱 って い る.SartorisはSartoris家の,TheSoundandtheFury
はCompson家のなかでの倫理 問題 が作中人物の葛藤 を呼んでい る.少 々
趣 きを異 に はするが,・9sILayDyingも"poorwhite"たるBundren
一家 の物語 である.と ころが,Faulknerは,やがて,こ の種 の葛藤描 写
から目を転 じ,南 部社会 その もの を描 き始め る.LightinAugustがそ
れ であ り,テ ーマは,"whitenigger"⑰として,白 人 の世界 か らのみ なら
ず,Negroesの世 界か らも孤立 し,人 間世界の愛か ら完全に踈 外 さ れ,
人種 問題 の渦 の中で,ひ たす ら自分の存在理由 を問いつつ 苦 悶 す るJoe
Christmasの葛藤 であ る.そ れ に続 くAbsalom,Absalom!の悲 劇は,
plantationperiodとい う社会的要因 を前提 としたSutpen家の ドラマと
いえ,い わば,初 期か ら中期 にか けて のFaulknrの倫理 の総合体 と考 え
て よかろ う.⑱ 要 す るに,葛 藤 を捉 えるかれの視点 は,次 第 に,拡 張 され
ていたのであ り,南 部の悪徳 を描写 す るかれの筆 の背後 には,GoDown,
Mo5θ5やIntruderに開花す る南 部社会の問題観決への方向 は,あ る意味
では,す でに予示 されていた ともいえ よ う.加 えて,上 記二作 でかれ が積
極 的な倫理 的良心 を うちだす以前 に も,Faulknerには,南 部の倫理 問題
を扱 うに相応 した作家 的良心が十分に示 されてい たので ある.悪 の描写 が
残酷 にさえ思 われ る初期の作品におい てさえ も,た とえば,人 種 問題 に関
して,正 当な コメン トを忘れてい たわ けで はない.歪 んだ人種問題の犠牲
とな り,幾 多の罪 を重 ねてい くChristmasが,Jeffersonの追手 に追い
つめ られ,愛 郷 者を もって誇 るPercyGrimmの弾 丸に倒 れた と き,そ
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の悲劇 が南 部に一 つの教訓 を垂れ,南 部が正道へ と再度立 ち戻 る機 会 とな
る よ う念 じるとい う,紛 れ もない倫理 的良 心がLightin・4ugustに暗示
されている.⑳ また,TheUnvanquished中の第7話`'TheOborofVer-
bena"では,殺 された父 の復 讐 を強要 しよ うとする周囲 の圧力 に屈 す るこ
と な く,決 闘 とい う血生臭 い事件 を拒絶 するBayardを描いてい るが,そ
の南 部への背信 の一例 もまた,問 題解決 へ と向 か う作家 の視野の拡張 を物
語 るものであ る.こ の よ うに,Faulknerの倫理意 識の持 ち方 とその発 展
過程 を追 ってみ ると,か れがGoDown,MosesやIntruderで示 した
問題解決 の態 度は,決 して,偶 然 な もの とはいいが ㌍ く,し た が っ て,
ElizabethHardwickのごと く,Intruderを,Faulknerの単 なる立場 の
正 当化の手管 であ る,と 断定 するのは正 しい解釈 ではあるまい.⑳Intru-
derは,当 然,Faulknerの倫理体系 と照 らし合 わせて解 釈すべ きであっ
て,南 部の"clans"内の葛 藤か ら,南 部社会 その ものが もつ倫理 問題 へ,
さらに,問 題 解決 の試 みへ と発展 してい ったかれの視野 の拡張 を把握 し,
悪 の強 調か ら善の強調へ と変化 してい くかれの要点の置 き方 を考慮 してこ
そ妥 当 な評価 への道 とい えるであ ろ う.そ うい う観点 を見失 うことがなけ
れば・Nobelprize受賞後相継 いで発表 され るRequiemforaNunや
AFableにおいて,Faulknerがもはや南部 とい う特殊社会 とは訣別 し,




も,便 宜上,物 語 を二分 し,結 論 としての南部 社会 の問題に対す るFaul-
knerの積極 的 な態度は,か れの倫理意識の発現 である とし,そ の証 しと
してFaulkner文学 の二つ の特質 を考慮 して,評 価 への手 がか りとするこ
とを主眼 とした.特 に第一点 につい ては,Faulkner文学 の支柱 と もい う
べ き特質であ るの で,か な り詳 しく触 れて みた.た だ し,こ ういった解釈
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の方法 は,も ちろん,万 全 なものでは ない し,そ の意味 で,そ れはあ くま
で も一手段 に過 ぎない とい うことを断 っておかね ばならない.し か しなが
ら・連作YoknapatawphaSagaの全景 をみわたす とき,そ の根底 を貫い
て いる南部 の伝統 的 な二面性がいかに作用 し て い る の か,あ る い は,
Faulknerの倫理意 識がいかに円熟味 を加 えてい ったかとい う点 に着 目す
ることは,個 々の作 品,特 に,minorworkともい うべ き作 品,の 評価 に
際 し何 らか の尺度 を与えて くれ るよ うに思 われ る.事 実,こ の広 いパ ー ス
ペ クテ ィブ を保 って こそ,Intruderは上述 の二様性 の善の面の浮 き彫 り
と して,1950年以降 のFaulknerの人類 の未来の勝利 への希 望的確信 を支
え る作 品で あ り,ま た,南 部 社会 か ら人類 その ものへ と拡張 されてゆ く作




① 概 して,フ ラ ン スで は 早 くか らFaulknerの価 値 が 認 め られ てい た に もか か わ




(CornellUniversityPress,1964)は,Faulknerの表 現 上 のambiguityの
分 析 が 主 で あ るが,そ れ は テ ー マのambiguityにも通 ず る ・





⑦ 南 部 史 とFaulknerの作 品 と の 関 連 性 は,WardL.Miner,TheWorldof
W認 勿 πFaulkner(CooperSquarePublishers,1963)を参 照 され た い.
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●WilliamFaulkner,Absalom,Absaloml(Chatto&Windus,1960),p .221.











⑮TheUnvanquuhedやTheHamletに は 社 会 的 地 位 の な い 狡 猾 なhorSe-
t「aderと し て のAbSnopesが 語 られ る が ,後 者 で は,そ のSnQpes一 家 が
Frenchman'sBendに 移 り出 て,勢 力 を 伸 ば し て い く姿 が 描 か れ て い る .




,Legend,Fact"が 妥 当 な 説 明 を 加 え て い る よ うに 思 わ れ る .
⑰RobertCoughlan・ThePrivateWorldofWilliamFaulkner(AvQnB。ok
Division,1954)はFaulknerの 身 辺 に つ い て 述 べ た もの で あ る が
,特 に 祖 父
WilliamCuthbertFaulknerはFaulkner文 学 に か な り の 影 響 を 与 え て い る の
で,2・AdventuresoftheOldColone1・ お よ び3・"T。Jefferson"る を 参 照





IsaakMcCaslinはGenisis,1に み ら れ る よ う な 地 上 の"overseer"と し て の
入 間 の あ り方 を 想 起 し,し た が っ て 間 の 土 地 の 私 有 を 否 定 し て い る.そ れ が ,か れ




⑳Nobe1Prize受 賞 演 説 でFaulknerは,"…manwillnotlnerelyendure:
hewillprevail.　と い う言 葉 を 吐 き ,人 類 のimmortalityに 言 及 し た が,R6一
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quiemforaNunやAFableで1ま,苦 悩 に うち ひ しがれ た作 中人 物 に 対 す る
"Believe"とい う語 が み られ
,こ の語 と入 間 の不 滅 に 対 す るFaulknerの言 明 も
無 関係 で ない,




⑳Faulknerの 作 品 区 分 は明 確 に は決 しが た い が,こ こで は,初 期 をAbsal(伽,
Absalom1の発 表 され た1936年,中期 を1950年ま で,後 期 をNobelprize受賞 の
1950年以 降 とす る・
⑳Cf.Faulkner,LightinAugust,P.440.なお,こ の 点 につ い ては ,M。1vi。
Backman,WilliamFaulkner:TheMajorYears(lndianaUniversityPress
,
1966),p.87・で も指 摘 され て い る.
●Cf.FrederickJ.Hoffman&OlgaW,Vickery,op.cit,,p,244.
